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“还”と“再”の連用に関する語順確定要因分析


































（5） 他其实早回来了。（语气＞时间） （6） 他们也许都走了。（语气＞总括）
（7） 他果然只吃米饭。（语气＞限定） （8） 小芳恰好最年轻。（语气＞程度）
 （（5） ～ （8） 袁 2002。下線：語気副詞、筆者加筆。）
2.2　朱德熙 1983／語気詞




（9） 不早啦 （＝了＋啊） ！①＞③
（10） 走啵 （＝吧＋呕） ！②＞③
（11） 已经有了婆家了呗 （＝了＋吧＋唉） ①＞②＞③















































命題 （客観成分） : 「明日は雨が降る」 コト2） “明天下雨”

















リティ （S : Sentence） と、談話要因に起因する随意的意味成分である D モ





表し、D モダリティの作用域は 「S モダリティ＋命題」 で、発話意味を表
す。設定の目安は、問題の言語表現を省いてみても、なお同じ命題態度
が保持されているならば、その表現は S モダリティというより D モダリ
ティである。
（13） Frankly, I admit that I have told a lie. 
「率直に言って、ぼくが嘘をついたことを認めるよ」 （中右 1994）　　　　
Dモダリティ 「Frankly」 →




















































































































（20） 小王星期天还上班。 ・・・・動作の重複・継続 （一般用法）




　ところで、张の用例 （20） の“还”を“再”に換えたのが下記 （21） である









































（22） -a 我还要再说一遍 → a’ 我不想再说一遍。 （＊我不还想再～）
 -b 你还要再说一遍。 → b’ 你不要再说一遍。 （＊你不还要再～）
 -c 他还要再说一遍。 → c’ 他不想再说一遍。 （＊他不还想再～）
（23） -a 我还得再写一篇论文。 → a’ 我不用再写一篇论文。 （＊我不还用再～）
 -b 你还得再写一篇论文。 → b’ 你不用再写一篇论文。 （＊你不还用再～）
 -c 他还得再写一篇论文。 → c’ 他不用再写一篇论文。 （＊他不还用再～）
（24） -a 我还可以再吃一碗。 → a’ 我不能再吃了。 （＊我不还能再～）
 -b 你还可以再吃一碗。 → b 你不能再吃了。 （＊你不还能再～）




























































　②“还”のモダリティは D モダリティであり、S モダリティでない。















ティには二種類、「命題目当ての範囲の狭い S モダリティ」 と、「発話・伝達




















から規則性を見いだすことは中々容易なことでない （于康 1999）」 からである。











とになる （中右 1994 p51）。三人称主語の現在時制は一般に持続的現在時しか表
さず、あらゆる可能性を考慮し、一人称、二人称、三人称の用例を出した。

















11） 周刚 1993、蒋琪·金立鑫 1997、徐迎新 2001、张宝胜 2005など。
〈例文出典〉
　例文は出典を記載し、記載のないものは全て 5人のインフォーマット （吉林省吉
林市出身 20代女性、黒竜江省ハルビン市出身 20代女性、四川省重慶市出身 30代
女性、山東省済南市出身 20代男性、湖北省荊州市出身 30代男性） のチェックを
受けた作例である。
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